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研究成果の概要 

樹状突起スパインの増大を誘導する既報の化学遺伝学ツール SYNCit-K は、従来二種類の AAV による

分割発現が必要であったが、遺伝子配列の短縮・連結により単一 AAV での発現を実現した。さらに、

同手法を応用してスパインの生理的増大を抑制する SYNCit-C を開発し、単離神経培養およびスライ

ス培養でその有効性を検証した。加えて、生体マウス運動野へ導入した SYNCit-C がロタロット運動

学習を有意に阻害することを示した。 
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